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実験 1 .角膜における fibrinoid形成判定の固定法および染色法の決定
家兎角膜に穿孔創を与え、創聞に線維素網を形成させ、周囲組織との判別について種々の固定法、
染色法を検討した結果、 zenker固定、パラフイン切片として、 azan染色 (Mallory) ， PT AH染色 (Mall­
ory) が最もすぐれ、酸性ムコ多糖代謝との関連を追究する場合に、 1 %cetyl pyridinium chloride 加
ホルマリン固定、パラフイン切片、 alcian blue . P AS orange G染色がすぐれていることをたしかめ
Jこ。
実験 2. 角膜実質の変質と fibrinoid形成










a) Arthus反応: BSA (牛血清アルブミン)による能動感作、抗BSA による被動感作家兎の角膜
内に、 O.l%BSA溶液を注入すると、 3 時間以内に輪部血管の拡張、血栓形成、多核白血球を主体とする
細胞浸潤、わよび輪部より周辺角膜にかけての浮腫を招来する。そして輪部、毛様突起には fibrinoid
形成をみるが、角膜内にはfibrinoid形成はみとめられなかった。




































及するアレルギー性病変では fibrinoidは形成されない。これに反して角膜穿孔創で fibrinogen 注入な
ど fibrin角膜内に導入させると 2~3 日を経て一過性に fibrinoidの形成がみられ、またあらかじめ血管
新生をおこした角膜内に血管からの法出が台こると、早期より均質な fibrinoidが形成される。
すなわち、角膜で、の fibrinoid形成は血紫fibrinogenを角膜内に法出させることが必須の条件であり、
これを補佐する条件として角膜の膨化謬原線維の変質があげられ、 fibrinogenの法出と、これに共存あ
るいは続発する組織の変質に依存して fibrinoidの形態、発生の時期が異なることを明らかにしたもの
で、眼組織におけるアレルギー性病変の解析はもとより、謬原病の発生機序検討に有力な知見を明ら
かにしたものと考える。
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